
















要約:4 社(E、C、F、K 社)よりでそろってきた7位 17-OHP の ELISA キットについて比較検

討した。新生児 740 検体につき、直接法のオーバーナイト法にて測定したところ、E、C、K

社では平均値約 2.5ng/m1 のヒストグラムを呈したが、F 社の平均値は 9.3ng/ml と比較的

高値を示した。キットとしての交差反応率を各種ステロイドの乾燥濾紙血を作製して求め

たところ、3 位のキットで問題となっていた 17α-OH-Pregnenol-3-su1fate との交差率は

比較的底値であったが、Progesterone との交差率が平均 7.4%と高値を示した。 

17-OHP が比較的高値を示した新生児 79 検体について直接法と抽出法で同時に測定して比

較検討したところ、直接法と抽出法との相関が最も良好であったのは E杜であった。直接

法と抽出法との差が最も小さかったのはモノクローナル抗体を用いている K社のキットで

あったが、同時再現性、日差再現性は他社のキットに比してやや不良であった。今後、再

現性が良好でかつ他のステロイドとの交差反応が小さくて煩雑な抽出操作を省略し得る様

に、キットをさらに改善する必要があると考えられる。 


